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ファイターズOB森本稀哲さんも参加の少年野球教室

川北こども園（にじいろ）でのふれあい
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第167号
平成30年８月１日

日本ハムファイターズ標津町後援会

会　長　今野　千昭　　　会員数　84名
会　費　�年間4,600円

〔ファイターズによるスポーツイベント　5月25日～5月27日〕
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日
本
遺
産
申

 

請
審
査
結
果

　

昨
年
来
、
標
津
町
が
事

務
局
と
な
り
根
室
管
内
１

市
４
町
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
「
根
室
管
内
の
メ
ナ

シ
を
継
ぐ
人
々
の
物
語
」

を
文
化
庁
に
申
請
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新

聞
報
道
等
で
ご
承
知
の
と

お
り
、
去
る
５
月
24
日
に

平
成
30
年
度
の
認
定
結
果

が
公
表
さ
れ
、
残
念
な
が

ら
、
根
室
管
内
の
申
請
は

認
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

日
本
遺
産
の
制
度
は
、

地
域
の
歴
史
的
資
源
を
活

用
し
た
観
光
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
も
の
で
、
平
成

27
年
、
西
暦
２
０
１
５
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０

年
ま
で
の
６
年
間
で
、

１
０
０
件
程
度
が
認
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

本
年
ま
で
の
４
年
間
で
、

43
道
府
県
の
計
67
件
が
認

定
さ
れ
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
審

査
委
員
会
で
の
評
価
内
容

な
ど
を
踏
ま
え
、
申
請
内

容
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー

の
方
向
性
や
、
実
施
体
制

に
関
し
て
の
見
直
し
を
含

め
、
管
内
各
市
町
と
の
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
再
申

請
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

町
立
へ
き
地

 

保
育
園
閉
園

 
へ
き
地
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
標
津
町
の
発
展
と

と
も
に
各
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

古
多
糠
と
茶
志
骨
地
区
の

計
２
園
が
残
る
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
２
園
に
つ
い
て
は
、

利
用
希
望
者
の
減
少
か
ら

休
園
を
続
け
て
い
た
が
、

今
後
の
利
用
者
が
見
込
ま

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
説

明
会
を
開
催
し
、
平
成
30

年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
園

し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
人
口
減
少

や
少
子
化
の
み
な
ら
ず
、

保
護
者
ニ
ー
ズ
か
ら
、
園

生
活
に
お
い
て
は
一
定
集

団
規
模
で
の
活
動
を
希
望

す
る
こ
と
や
、
小
学
校
へ

の
つ
な
が
り
な
ど
を
考
慮

し
て
標
津
地
区
、
又
は
川

北
地
区
の
施
設
に
入
園
を

希
望
す
る
保
護
者
が
増
え

た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と

捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

古
多
糠
こ
ば
と
保
育
園

に
つ
い
て
は
、
昭
和
43
年

に
季
節
保
育
所
と
し
て
開

所
し
て
か
ら
、
休
園
と
な

る
平
成
24
年
３
月
ま
で
の

44
年
間
で
２
５
５
名
が
卒

園
し
、
茶
志
骨
み
ど
り
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
昭
和

47
年
に
季
節
保
育
所
と
し

て
開
所
し
て
か
ら
、
休
園

と
な
る
平
成
26
年
３
月
ま

で
の
42
年
間
で
１
８
０
名

が
卒
園
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
酪
農
地
帯
の

発
展
と
と
も
に
、
へ
き
地

保
育
園
の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
が
、
今
後
は
、
標

津
・
川
北
両
地
区
の
こ
ど

も
園
の
２
園
体
制
に
よ
り
、

保
育
・
教
育
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

町立へき地保育園
（古多糠・茶志骨地区）が閉園

古多糠地区保育園全景

茶志骨地区保育園全景
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一般会計の補正予算
主なもの （単位：千円）

項　目 金　額 内　容

医療給付システム番号制度対
応事業 462

北海道医療給付事業に係るレセプト併用
化（レセプトの法別番号の設定）実施に伴
うシステム改修費

北標津連合町内会館建設事業 1,882
北標津連合町内会館建設に係り支障とな
る倉庫の解体経費の工事費単価アップに
よる増額

住民自治活動推進費 124 川北連合町内会環境整備事業に使用の草
刈機2台更新費への助成金

情報化推進事業 7,500
防災拠点等施設の公衆無線LAN環境整
備支援事業（国庫補助事業）活用による
Wi-Fi整備費

介護保険特別会計（事業勘定）
繰出金 1,689 法改正による介護保険システム改修費分

事務費繰出金の増額

畜産・酪農収益力強化整備等
特別事業補助金 18,128

10月1日に新規就農を予定している者の
施設整備（施設改修、乳牛導入）に対し、交
付される道の間接補助金（JA標津地区畜
産クラスター協議会が事業主体）

秋サケ等付加価値向上特別対
策事業 10,400

秋サケ、ホタテ漁業等の振興のための付
加価値向上対策

①�船上一本〆生産効率化推進事業生産に
係る必要な機器の導入及び活〆用氷経
費に対する補助金

③�秋サケ等地場産品販売促進事業漁協が
実施する秋サケ、ホタテ等の付加価値
向上対策として販売促進に要した経費
について助成（人件費を除く。）

漁業振興特別対策事業（栽培
漁業振興事業） 710

標津漁協が負担するサケやホタテ等の栽
培漁業の推進にかかる協議会等への負担
金の3分の2を助成する。

LCC等就航に伴う広域連携観
光事業負担金 200

関西国際空港と釧路空港を結ぶ路線に
LCC（ピーチアビエーション）が就航する
ことになったことから、広域連携により集
客活動へ取り組む経費の負担金

講演会開催事業 307
防災講演会の講師の決定及び北海道市町
村振興協会からの地域づくりセミナー開
催支援金交付が決定したことによる経費
の増額

標津小学校ブランコ新設工事 3,273
児童数に比して不足している標津小学校
の遊具として4人乗りブランコを設置す
る。
※指定寄附（個人1件3,000千円）の活用

職員人件費 3,476

平成17年度末に在職していた職員のう
ち、本来受けるべき号給に達していない
格差のある職員の不均衡是正のための給
料調整

（本年度調整対象者48名のうち一般会計
37名分）

計 48,151

�○�教職員の長時間労働解
消に向け、「公立の義
務教育諸学校等の教育
職員の給与等に関す
る特別措置法（給特
法）」の廃止を含めた
見直しを求める意見書

　 提 出 者 　
大垣　　勇議員

○�教職員の超勤・多忙化
解消・「30人以下学
級」の実現、義務教育
費国庫負担制度堅持・
負担率1/2への復元、
「子どもの貧困」解消
など教育予算確保・拡
充と就学保障に向けた
意見書

　 提 出 者
大垣　　勇議員

○�2018年度北海道最低
賃金改正等に関する意
見書

　 提 出 者
山崎　英司議員

○�2019年度地方財政の
充実・強化を求める意
見書

　 提 出 者
山崎　英司議員

○�中標津町への北海道立
林業大学校設置に関す
る意見書

　 提 出 者
大垣　　 勇議員

意見書
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小　川　悠　治　議員	 ５ページ

　●眠れる歴史的資源を
　　　　　観光資源として活用を！
　●最新映像技術を駆使して
　　インパクトのある観光客誘致対策を！
　●『北海道命名150年記念アイヌ民族文化祭』
　　歴史的・教育的に大義あり…対応は？

南　　　憲　治　議員	 ６ページ
　●老朽化が激しい『北方領土館』
　　今後の位置づけ・役割等、あり方を問う

吉　田　　　智　議員	 ７ページ
　●子供達を犯罪被害から守るために…
　　『地域安全情報メール配信サービス』の導入を!
　
　●『しべつ健康ポイント事業』
　　　～対象事業に遺漏なき様に～

　●障害者差別解消法に準拠し、「分かりやすく伝える」ために
　　『ユニバーサルデザイン書体【UD書体】』の採用を！

平成30年第2回定例会（6月20日）で3議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

町政のそこが聞きたい
一　般　質　問

①�通常の教科書体よりも太さの強弱を迎え、エレメン
トもシンプル

②�通常のゴシック体と比較して、手の動きを重視した
書体

　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、
行政全般にわたり町執行機関の政策・方針を質す事です。
　あるいは報告、説明を求め又は疑問を質すことをいう。

　「蝦夷地」の本格的開拓に乗り出した明治新政府は、『五畿七道』の考
えに則（のっと）り、「蝦夷地」の名称改正をする事になった。
　その新名称の候補を提案したのが、蝦夷地の探険家と知られ、開拓使
の開拓判官（はんがん）に任命された松浦武四郎であった。
その候補名は　①日高見道（ひだかみどう）　②北加伊道（ほっかいどう）

③海北道（かいほくどう）　　④海島道（かいとうどう）
⑤東北道（とうほくどう）　　⑥千島道（ちしまどう）

の六つで、最終候補として残ったのが「北加伊道」であった。
　この「北加伊道」を七道の「東海道」「西海道」「南海道」に合わせて、

「加伊」の文字を「海」と変えて「北海道」とした。それが、1869年（明
治2年）8月15日の事であった。
　爾来、1世紀半の星霜を経て本年、「北海道命名150年」の佳節を迎
えた。

UD デジタル
教科書体と

各書体との比較

北海道命名150年

視認性・可読性を重視

所在地　北海道標津郡標津町北2条東1丁目1番14号
設置者　社団法人　北方領土復帰期成同盟
管理者　標津町
構造等　鉄骨造　2階建　　総床面積330.00㎡
　　　　　　　　　　　　　　（1階160.88㎡）
　　　　　　　　　　　　　　（2階169.12㎡）
オープン　昭和54年12月3日（完成10月31日）

北方領土館

24㌖先の国後島を望む展望台

「
広
報
し
べ
つ
」
５
月
号
〈
表
紙
〉

北海道命名150年
歴史的大舞台としての標津

参考

『北方領土館』パンフレットより抜粋
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北
海
道
命
名
１
５
０
年　
『
日
本
遺
産
登
録
』見
送
り　
然さ

れ
ど
、歴
史
的
大
舞
台
と
し
て
の
標
津

最
新
映
像
技
術
を
駆
使
し
て

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
観
光
客
誘
致
対
策
を
！

眠
れ
る
歴
史
的
資
源
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
を
！

※�【AR:Augmented Reality（拡張現実）】ありのままに知覚される現実の情報に、デジタル合成等によって作られた情報を付加し人間の現実認識を強化する技術

小川　悠治 議員

標津を３度訪れた松浦武四郎

蝦夷地代官兼勘定奉行
として標津に赴任した

南摩綱紀
（なんまつなのり）

標津場所通辞、
後に支配人となった

加賀谷伝蔵
（かがやでんぞう）

釧路新聞

平成30年5月25日
（金曜日）付

⑴面

歴
史
的・教
育
的
に

大
義
あ
り
…
対
応
は
？

問 

本
年
10
月
、
標
津
町

に
お
い
て
『
北
海
道
命
名

１
５
０
年
記
念
ア
イ
ヌ
民

族
文
化
祭
』
が
開
催
さ
れ

る
事
と
な
っ
た
。
ア
イ
ヌ

文
化
を
喪
失
し
た
こ
の
地

に
お
い
て
、
催
さ
れ
る
事

は
、
歴
史
的
に
も
教
育
的

に
お
い
て
も
、
重
要
な
意

味
が
あ
る
が
、
そ
の
対
応

を
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
か
？

答
教
育
長
白
老
、
日
高

等
、
道
内
に
幾
多
の
ア
イ

ヌ
文
化
保
存
地
域
が
あ
る

中
、
当
町
が
選
ば
れ
た
今

回
の
件
、
大
変
光
栄
且か

つ

有
意
義
な
事
で
あ
り
、
又

と
無
い
機
会
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　

町
民
及
び
学
校
関
係
者

（
児
童
・
生
徒
を
含
む
）

に
積
極
的
に
参
加
を
促
し

歴
史
的
・
教
育
的
見
地
に

立
ち
推
進
す
る
。

問 

歴
史
的
資
源
を
有
効

に
活
用
す
る
に
は
、
他
に

先
駆
け
、
最
新
映
像
技
術

を
駆
使
し
、
ス
マ
ホ
等
で

連
携
さ
せ
た
イ
ン
パ
ク
ト

あ
る
観
光
客
誘
致
対
策
が

求
め
ら
れ
る
が
？

答
教
育
長
昨
年
よ
り
、

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
内

に
お
い
て
、
簡
易
な
が
ら

ス
マ
ホ
で
見
ら
れ
る
※
Ａ

Ｒ
（
拡
張
現
実
）
を
試
験

的
に
導
入
し
て
い
る
。

　

今
後
、
技
術
の
進
化
・

コ
ス
ト
を
見
極
め
、
効
果

的
魅
力
発
信
に
務
め
る
。

問 

幕
末
に
６
度
蝦
夷
地

を
探
査
し
た
松
浦
武
四
郎

の
提
案
に
よ
り
、
蝦
夷
地

は
「
北
海
道
」
と
命
名
さ

れ
た
。（
４
頁
参
考
）

　

そ
の
頃
の
歴
史
的
痕
跡

が
、
標
津
町
に
大
き
く

残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、

『
日
本
遺
産
登
録
』
は
見

送
ら
れ
た
が
、
地
域
に
は
、

眠
れ
る
歴
史
的
資
源
が

多
々
あ
り
、
今
こ
そ
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す
べ
き
。

答
教
育
長
当
町
に
は
、

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
を

初
め
、
数
々
の
歴
史
的
資

源
が
あ
る
。
持
続
可
能
な

観
光
地
を
目
指
し
教
育
的

役
割
も
含
め
、
当
町
の
活

力
あ
る
発
展
に
繋つ
な

げ
た
い
。

北
海
道
命
名
１
５
０
年
記
念
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
祭

道内各地のアイヌ協会関係者や
一般町民等計約200人が参加した今年の

標津イチャルパ（平成30年6月17日）

標津に関係深い人々
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老
朽
化
が
激
し
い「
北
方
領
土
館
」

今
後
の
位
置
づ
け・役
割
等
、あ
り
方
を
問
う

～
当
町
に
お
け
る
北
方
領
土
返
還
の
シ
ン
ボ
ル
～

更
新
に
向
け
て
外
務
省・内
閣
府
等
に
対
し
て
要
請
す
る

問　
本
町
に
あ
る
北
方
領

土
館
は
、
昭
和
５４
年
１０
月

北
方
同
盟
（
北
方
領
土
復

帰
期
成
同
盟
）
が
国
費
に

よ
り
建
設
、
同
年
１２
月
に

オ
ー
プ
ン
以
降
、
標
津
町

が
受
託
管
理
し
て
い
る
施

設
で
あ
る
。

　

標
津
町
と
根
室
振
興
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
海
岸
線
に
位
置
す
る

施
設
で
、
北
方
領
土
の
歴

史
や
返
還
運
動
の
歩
み
・

産
業
・
生
活
な
ど
の
資
料

展
示
、
展
望
台
か
ら
は
国

後
島
が
間
近
に
見
え
る
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
場
所
、
当
時
は
最

適
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
既
に
３９
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
激
し
い
事
に
加

え
、
海
岸
に
は
船
舶
の
上

架
施
設
な
ど
も
建
築
さ
れ
、

国
後
島
が
見
え
に
く
い
等
、

周
辺
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。

　

標
津
町
が
北
方
領
土
館

を
ど
う
位
置
付
け
し
、
役

割
等
、
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

答　
指
摘
の
通
り
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
る
が
、
北

方
領
土
隣
接
地
と
し
て
、

大
き
な
存
在
で
あ
り
、
重

要
な
役
割
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

　

施
設
の
更
新
に
つ
い
て

は
、
道
や
関
係
団
体
と
協

議
し
て
お
り
、
外
務
省
や

内
閣
府
等
に
対
し
て
要
請

し
て
行
く
。

　

建
設
地
に
つ
い
て
も

数
ヶ
所
の
候
補
地
が
あ
り
、

検
討
し
て
い
る
処
で
あ
る
。

南　　憲治 議員

『終戦当時の国後全島鳥瞰図』

〜展望室より国後島を望む〜

故障中の『北方領土啓発映像コーナー』

〜老朽化が激しい『北方領土館』の外観〜

船舶が密集すると
眺望が遮られる
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『
地
域
安
全
情
報
メ
ー
ル

　
配
信
サ
ー
ビ
ス
』の
導
入
を
！

『
し
べ
つ
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
』

〜
対
象
事
業
に
遺
漏
な
き
様
に
〜

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
…

『
Ｕ
Ｄ
書
体
』の
採
用
を
！

※　

問 

別
海
町
地
域
安
全
情

報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
『
ま
も
メ
ー
ル
』
で
は
、

子
供
達
を
犯
罪
被
害
か
ら

守
る
た
め
に
、
不
審
者
情

報
や
犯
罪
・
事
故
の
未
然

防
止
に
役
立
つ
情
報
を

メ
ー
ル
で
登
録
者
に
一
斉

問 

「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
に
準
拠
し
、
自
治
体

に
お
い
て
は
、
行
政
情
報

を
、
教
育
現
場
で
は
、
教

材
の
内
容
を
誰
に
で
も
、

「
分
か
り
や
す
く
」
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｕ
Ｄ
書
体
の
採
用
を
促
す
。

答
副
町
長
今
後
の
パ
ソ

コ
ン
更
新
事
業
に
よ
り
、

Ｏ
Ｓ
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10

に
ア
ッ
プ
す
る
事
を
機
会

に
し
て
「
行
政
情
報
」
の

「
分
か
り
や
す
さ
」
を
追

求
し
、
Ｕ
Ｄ
書
体
の
活
用

を
考
慮
す
る
。

答
教
育
長
教
科
書
選
定
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
、
各
種
プ
リ

ン
ト
等
に
、
文
字
・
図
表

及
び
画
像
に
、「
見
や
す

さ
」「
分
か
り
や
す
さ
」

を
追
求
し
、「
学
び
の
環

境
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

行
く
。

配
信
し
て
い
る
。

　

導
入
を
一
考
願
う
。

答
副
町
長
教
育
関
係
情

報
網
（
校
務
用
Ｐ
Ｃ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
メ
ー
ル
配
信

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
等
）、
防

災
無
線
、
町
公
式
ツ
イ
ッ

タ
―
等
の
既
存
の
情
報
伝

達
手
段
を
活
用
す
る
事
で

対
応
可
能
で
あ
る
。

既
存
の『
情
報
伝
達
手
段
』の

活
用
で
対
応
可
能

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
早
々

『
新
潟
で
小
２
女
児
遺
体
遺
棄

事
件
』の
悲
惨
な
事
件
報
道吉田　　智 議員

障
害
者
差
別
解
消
法
に
準
拠
し

子
供
達
を
犯
罪
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
…

参考資料1

問 

介
護
予
防
体
操
『
い

き
い
き
百
歳
体
操
』
の
効

果
的
な
取
り
組
み
に
よ
り

介
護
保
険
料
が
減
額
と

な
っ
た
標
津
町
は
、
本
年

4
月
よ
り
、
町
民
の
健
康

診
断
や
運
動
関
係
事
業
参

加
へ
の
切
っ
掛
け
づ
く

り
・
参
加
者
の
増
加
の
推

進
を
図
り
『
し
べ
つ
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
』
を
開
始

し
た
。
公
平
を
期
す
事
を

前
提
と
し
、
対
象
事
業
に

遺
漏
な
き
様
、
推
進
願
い

た
い
。
見
解
を
質
す
。

答
町　

長
本
年
が
試
行

期
間
初
年
度
で
あ
り
、
主

に
、
町
主
催
及
び
管
掌
の

事
業
に
限
定
し
て
発
進
し

た
。
今
後
、
町
民
の
意
見

を
聞
き
、
ポ
イ
ン
ト
対
象

事
業
を
再
考
し
、
町
民
各

位
の
健
康
増
進
に
寄
与
す

る
事
業
と
し
て
推
進
す
る
。

 

参
考
資
料
１

北海道新聞

平成30年5月9日（水曜日）付

１面

悲
惨
な
事
件
を
報
じ
る
記
事

参考資料２

別海町『まもメール』の不審者情報の一例

 

参
考
資
料
２

【内容】
　11月30日水14時30分頃、尾岱沼交差点（佐藤海
産前交差点付近）において、１人で下校途中の男子児童
（小２）が白い軽トラックに乗った男性から「乗ってい
くかい？」と声をかけられた。男子児童が「大丈夫で
す」と答えると、車はそのまま標津方面へ走っていっ
た。男性の年齢は不明
（児童から見て、お父さんかおじいさんくらいとの事）

※ ユニバーサルデザイン【UD:Universal Design】：障害の有無に関わらず、誰もが無理なく利用できる設計・デザイン
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老
朽
化
し
た
「
北
標
津

林
業
セ
ン
タ
ー
」・「
北
標

津
寿
の
家
」
と
「
西
北
標

津
集
落
セ
ン
タ
ー
」
を
統

合
し
、
平
成
17
年
3
月
に

閉
校
と
な
っ
た
旧
北
標
津

小
中
学
校
跡
地
に
、「
北

標
津
地
区
町
内
会
館
（
仮

称
）」
と
し
て
建
設
さ
れ

る
事
に
な
り
、
建
設
予
定

地
の
現
地
視
察
を
田
中
議

長
同
行
の
下も
と

実
施
し
た
。

　

予
定
地
は
、
北
標
津

神
社
の
近
接
地
で
も
あ

り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

認
定
こ
ど
も
園

2
園
の
現
況
視
察

「
北
標
津
地
区
町
内
会
館（
仮
称
）」

建
設
予
定
地
の
現
地
視
察

町内行政視察研修
常任委員会の動き

文
教

福
祉

建
設
文教
建設

　
認
定
こ
ど
も
園
2
園
の
現
況
視
察

　「
北
標
津
地
区
町
内
会
館（
仮
称
）」建
設
予
定
地
の
現
地
視
察

　
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
屋
外
ト
イ
レ
の
現
地
視
察

　

平
成
30
年
4
月
25
日
㈬

に
右
記　

～　

の
行
政
視

察
研
修
を
実
施
し
た
。

　

標
津
認
定
こ
ど
も
園

「
あ
お
ぞ
ら
」
と
川
北
認

定
こ
ど
も
園
「
に
じ
い

ろ
」
を
視
察
し
、
そ
れ
ぞ

れ
、
大
木
園
長
と
盛も
り

園

長
・
佐
々
木
主
幹
よ
り
両

園
の
現
況
報
告
を
受
け
た
。

町
の
「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
効
果
で
、
0
歳
児
～
3

歳
児
の
入
園
率
が
高
ま
り
、

両
園
共
に
就
園
児
数
が
増

加
し
た
。　
　
参
照

　

そ
の
反
動
と
し
て
、
保

育
教
輸
が
不
足
気
味
で
あ

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

参
考

参考

こ
ど
も
園
入
園
状
況

平
成
30
年
４
月
10
日
現
在

園名 園　　児　　数
0歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

標津認定こども園 2 17 19 23 28 24 113
川北認定こども園 1 2 8 16 18 16 61

園児数計 3 19 27 39 46 40 174
①標津地区人数 36 36 28 26 29 26 181
②川北地区人数 11 9 18 16 17 15 86

町全体人数（①+②） 47 45 46 42 46 41 267
H30.4.10 就園率（％） 6.4 42.2 58.7 92.9 100.0 97.6 65.2

H29.5.1 現在就園率（％） 10.3 33.3 61.0 92.7 100.0 100.0 66.4
H28.5.1 現在就園率（％） 0.0 27.8 47.4 100.0 95.5 100.0 61.8
H27.5.1 現在就園率（％） 3.2 24.3 52.6 87.0 100.0 100.0 65.4
H26.5.1 現在就園率（％） 8.1 20.0 39.5 57.9 97.7 100.0 55.3

・
平
成
26
年
度
～
幼
稚
園
無
料
化（
４
、５
歳
）

・
平
成
27
年
度
～
3
歳
以
上
無
料
、

　

3
歳
未
満
児
軽
減
（
国
基
準
の
1
/
4
）

・
平
成
29
年
度
～
満
６
ヵ
月
以
上
児
受
け
入
れ

政策パッケージ

は
、
思
い
出
深
い
場
所
に
、

新
た
な
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
」
の
誕
生
と

な
る
。

　

休
館
期
間
を
活
用
し
て

標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内

の
屋
外
ト
イ
レ
が
、「
白
」

を
基
調
と
し
て
明
る
く
、

ク
リ
ー
ン
に
改
修
さ
れ
た
。

『西北標津集落センター』
　昭和54年建設　71.28㎡（21.56坪）

『北標津林業センター』
　昭和52年建設　299.04㎡（90.46坪）
　内、『北標津寿の家』128.54㎡（38.8坪）併設

北
標
津
林
業
セ
ン
タ
ー

北
標
津
寿
の
家

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

屋
外
ト
イ
レ
の
現
地
視
察

●
人
数
は
学
齢
年
齢
で
区
分

● 「あおぞら」にて大木園長より
説明を受ける委員

● 「にじいろ」にて盛園長より
説明を受ける委員
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４
月
２４
日
㈫
、
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
屋

外
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
終
了
し
た
事

か
ら
、
現
場
視
察
し
担
当
所
管
の
商
工

観
光
課
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　

視
察
後
の
取
り
ま
と
め
の
中
で
各
委

員
か
ら

⑴�

ト
イ
レ
設
備
は
良
い
が
外
壁
の
改
修

に
つ
い
て

⑵�

サ
ー
モ
ン
ハ
ウ
ス
の
集
客
に
つ
い
て

⑶�

ト
イ
レ
の
看
板
を
目
立
つ
様
に

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
５
月
１６
日
㈬
に
委
員

会
を
開
催
し

町
か
ら
の
説
明
を
求
め
た
。

　

説
明
内
容
は

⑴�

平
成
３０
年
度
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
改
修

計
画
概
要

⑵�

サ
ー
モ
ン
科
学
館
入
館
者
、
入
館
料

収
入
状
況

⑶�

サ
ー
モ
ン
ハ
ウ
ス
売
り
上
げ
等
資
料

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
屋
外
ト
イ
レ
・

サ
ー
モ
ン
科
学
館
を
視
察

総
務

経
済

サーモン科学館入館者の状況
月別入館者数 29年度 28年度 前　年　比 目標値 比　較

4月 2,702 2,332 370 115.9% 3,000 -298
5月 6,368 6,764 -396 94.1% 5,500 868
6月 4,160 4,284 -124 97.1% 4,500 -340
7月 5,404 5,931 -527 91.1% 5,500 -96
8月 11,413 11,036 377 103.4% 10,500 913
9月 7,058 7,473 -415 94.4% 8,500 -1,442
10月 5,583 5,906 -323 94.5% 7,000 -1,417
11月 2,324 1,720 604 135.1% 2,500 -176

12～ 2月 1,659 1,974 -315 84.0% 1,500 159
3月 1,980 1,933 47 102.4% 1,500 480
合計 48,651 49,353 -702 98.6% 50,000 -1,349

改修されたトイレ

市村館長より館内の説明

（単位：人）
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講　

師

　

日
本
大
学
法
学
部
教
授

●
岩い

わ
い井　

奉と
も
あ
き信

氏

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
０
年
８
月

　

東
京
都
生
ま
れ　

67
才

日
本
大
学
法
学
部
法
律
学

科
卒
業

平成30年度 北海道町村議会議員研修会
７月３日　於：札幌コンベンションセンター

講　

師

　

歴
史
家
・
作
家

●
加か

く来　

耕こ
う
ぞ
う三 

氏

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
５
８
年
10
月

　

大
阪
市
生
ま
れ　

59
才

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科

卒
業

　

奈
良
大
学
文
学
部
研
究

員
を
務
め
、
そ
の
後
大

学
・
企
業
の
講
師
を
務
め

な
が
ら
作
家
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
。

【
主
な
著
書
】

　
『�

日
本
史
は
「
嫉
妬
」

で
ほ
ぼ
説
明
が
つ
く
』

（
方
丈
社
）

　
『�

失
敗
と
成
功
の
日
本

史
』（
滋
慶
出
版
）

　
『�

坂
本
龍
馬
事
典
（
虚

構
と
真
実
）』（
東
京

　

平
成
30
年
度
の
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
、

７
月
３
日
に
札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
、
田
中
議
長
以

下
、
総
務
経
済
常
任
委
員

会
委
員
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
北
海

道
町
村
議
長
会
が
主
催
、

公
益
財
団
法
人
北
海
道
市

町
村
振
興
協
会
が
後
援
と

な
り
、
町
村
議
員
の
資
質

向
上
の
為
、
毎
年
７
月
に

開
催
さ
れ
、
標
津
町
議
会

で
は
、
二
つ
の
常
任
委
員

会
が
交
互
に
参
加
し
て
い

る
。

⃝開会前の参加議員

北
海
道
町
村
議
員
研
修
会
が

札
幌
市
で
開
催
！

総務経済常任委員会

講　

演

研修会報告

〈
テ
ー
マ
〉

「
明
治
維
新
か
ら

１
５
０
年
、
現
在
そ

し
て
未
来
を
考
え

る
」

〈
テ
ー
マ
〉

「
現
代
日
本
政
治
と

政
局
の
ゆ
く
え
」

加来講師

岩井講師

研修内容： による講演◦加来　耕三氏
◦岩井　奉信氏

堂
出
版
）

『
勝
海
舟
と
坂
本
龍
馬
』

（
出
版
芸
術
社
）
ほ
か
多

数

　

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。

　

常
磐
大
学
人
間
学
部
専

任
講
師
、
助
教
授
を
経
て

教
授
。
２
０
０
０
年
よ
り

現
職
。

　

政
治
家
の
政
治
資
金
・

国
会
活
動
に
詳
し
い
政
治

学
者
。

【
主
な
著
書
】

『
立
法
過
程
』
（
東
京
大

学
出
版
社
）

『
「
政
治
資
金
」
の
研
究

―
利
益
誘
導
の
日
本
的
政

治
風
土
』
（
日
本
経
済
新

聞
社
）
ほ
か
多
数
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北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
第

69
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
田

中
議
長
は
議
長
と
し
て
７
年
以

上
・
小
川
副
議
長
と
木
下
議
員

は
議
員
と
し
て
、
15
年
以
上
と

町
村
自
冶
の
振
興
発
展
に
永
年

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
自
治
功
労

者
表
彰
を
受
け
、
今
定
例
会
の

中
で
伝
達
さ
れ
た
。

　

根
室
管
内
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
推
進
議
員
連
盟
協

議
会
の
定
期
総
会
が
６
月
29
日

中
標
津
町
役
場
に
て
開
催
さ
れ
、

流
域
内
森
林
・
林
業
・
林
産
業

の
「
振
興
施
策
」「
情
報
交
換
」

「
地
本
産
材
の
需
要
拡
大
」「
予

算
拡
大
に
向
け
た
要
請
活
動
へ

の
取
組
」
な
ど
の
事
業
計
画
が

決
定
さ
れ
た
。
な
お
、
標
津
町

か
ら
は
、
役
員
と
し
て
大
垣
議

員
、
石
橋
議
員
、
南
議
員
、
山

崎
（
英
）
議
員
が
留
任
と
な
っ

た
。

　

５
月
30
日
中
標
津
町
に
て
、

北
海
道
が
平
成
32
年
度
の
開
校

を
目
指
し
て
い
る
、
北
海
道
立

林
業
大
学
校
を
中
標
津
町
へ
の

誘
致
に
向
け
釧
路
・
根
室
管

内
か
ら
１
６
０
名
が
参
加
し
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
は
、

「
日
本
一
の
林
業
大
学
校
を
目

指
し
て
」
と
し
て
、
長
野
県
林

業
大
学
校
の
、
参
事
兼
教
授
の

武
田
雅
宏
氏
で
、
そ
の
後
、
中

標
津
町
長
を
含
む
３
氏
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

田中孝幸議長・小川悠治副議長・木下　孝議員が
北海道町村議会議長会から表彰

根室地方
森林・林業・林産業
活性化推進議連が総会

道立林業大学校を
根室管内への誘致に向け
期成会が講演会

表彰された３議員

総会の様子

武田雅宏氏の講演
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　「
イ
イ
ク
ニ
つ
く
ろ
う

鎌
倉
幕
府
」
我
々
昭
和
世

代
に
と
っ
て
鎌
倉
幕
府
の

成
立
年
は
イ
イ
ク
ニ
＝

1
1
9
2
年
が
常
識
で

し
た
。
が
、
こ
の
語
呂
合

わ
せ
は
最
早
過
去
の
も
の
。

　

現
在
は
、「
イ
イ
ハ

コ
（
1
1
8
5
）
つ
く
ろ

う
鎌
倉
幕
府
」
が
新
常

識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
1
8
5
年
は
、
壇
の

浦
の
戦
い
で
平
家
を
掃
滅

後
、
源
頼
朝
が
全
国
に

「
守
護
」
と
「
地
頭
」
を

配
置
し
、「
実
質
的
な
支

配
権
を
得
た
年
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

旧
常
識
の
1
1
9
2

年
は
、
頼
朝
が
征
夷
大
将

軍
に
任
命
さ
れ
「
名
実
共

に
幕
府
が
完
成
さ
れ
た

年
」
と
さ
れ
、
定
説
は
履

さ
れ
た
の
で
す
。

（
吉
田
　
智
）

議　長  田中　孝幸　　　　　　　　　委 員 長  大垣　　勇　　委　員  山崎　英司
副委員長  吉田　　智　　委　員  山﨑　陸郎

広報特別委員会

・標津町議会ホームページ…https://www.shibetsutown.jp/gikai/
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown.jp

　

昨
年
三
月
に
新
学
習
指
導

要
領
が
告
示
さ
れ
、
小
学
校

は
二
年
後
、
中
学
校
は
三
年

後
の
全
面
実
施
に
円
滑
か
つ

確
実
に
移
行
で
き
る
よ
う
今

年
度
か
ら
具
体
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
訂

で
は
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
十

年
後
の
二
〇
三
〇
年
の
社
会

を
見
据
え
、
予
測
困
難
な
時

代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
必

要
な
資
質
・
能
力
を
育
て
る

学
校
教
育
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
」
が
重
視

さ
れ
て
お
り
、
新
小
学
校
学

習
指
導
要
領
の
中
の
教
育
課

程
の
基
本
原
則
を
示
す
総
則

に
も
、「
児
童
が
、
学
ぶ
こ

と
と
自
己
の
将
来
と
の
つ
な

が
り
を
見
通
し
な
が
ら
、

社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向

け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
特

別
活
動
を
要
と
し
つ
つ
各
教

科
等
の
特
質
に
応
じ
て
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図

る
こ
と
。」
と
新
た
に
加
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
と
は
、
職
業
体
験
と

い
っ
た
一
過
性
の
視
点
で
は

な
く
、
子
供
た
ち
が
、
社
会

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
、
持
ち
味
を
最
大
限

発
揮
し
な
が
ら
、
自
立
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

能
力
や
態
度
を
育
て
る
教
育

で
あ
り
、
そ
の
活
動
は
特
定

の
教
育
活
動
を
指
す
も
の
で

は
な
く
、
学
校
教
育
全
体
の

活
動
を
通
し
て
体
系
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
校
の
教
育
活
動
に
は
、

地
域
の
多
く
の
方
に
係
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
農
園
を
使
っ
た
栽
培

活
動
や
地
域
の
基
幹
産
業
・

地
場
産
業
に
つ
い
て
調
べ
る

活
動
、
ア
イ
ヌ
文
化
や
北
方

領
土
に
関
す
る
学
習
や
地
域

の
歴
史
文
化
に
関
す
る
学

習
、
陶
芸
な
ど
の
造
形
活
動

や
図
書
に
親
し
む
学
習
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
長

け
た
方
々
に
来
校
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
そ
の
方
の
も
と

に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

し
な
が
ら
、
学
習
の
質
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
供
た
ち

の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
大
人
の
姿
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
、
親
と
と

も
に
と
て
も
身
近
な
社
会
人

モ
デ
ル
で
す
。
そ
う
し
た
大

人
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
、
多

く
の
大
人
と
触
れ
合
う
こ
と

は
、
正
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、
地
域
社
会
と

学
校
の
連
携
を
強
化
し
、
地

域
社
会
の
な
か
で
連
続
性
を

も
っ
て
展
開
し
て
こ
そ
、
実

効
性
あ
る
教
育
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
当
地
区
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
、
そ

の
推
進
に
最
適
な
地
域
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
教
育
力

を
積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
町

民
総
が
か
り
の
教
育
を
推
進

す
る
拠
点
と
し
て
の
学
校
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

寄稿

標
津
町
立
川
北
小
学
校
　

 

校
　
長
　
佐
　
藤
　
玲
　
子

「
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
」

編集室↑
こ
の
書
体
は

　

「
Ｕ
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
体
」
を

　

使
用
し
て
お
り
ま
す


